



























門下に入ったのは 1803 年，妙有 23 歳，慈雲 85 歳のときのことであり，同年
10 月に妙有は慈雲より悉曇の許可灌頂を受けている．『法華陀羅尼略解』の成
稿は同年３月のことであるから，妙有が慈雲のもとを訪れて自らの意向を伝え



















聞記』は，1795 年 5 月 20 日より，慈雲が高貴寺において諦濡（1750-1830）
ら 13 人の弟子のために両部曼荼羅を講説したものを，菩提華祥蘂（ぼだいげ
しょうずい；1750-1823）が筆記し，同年 6月 19 日にまずその略本 2巻とし












122 頁参照），第 2・第 3巻が金剛界諸会（計 9会）の解説，そして第 4・第





























になり，『大日経』すなわち『大毘盧遮那成佛神変加持経』全 7巻 36 品のうち，
前 6巻 31 品を詳述したもので，全 20 巻より成る．善無畏は 725 年に『大日経』


















息障品第三（『大疏』第 9巻～第 10 巻）．
普通真言品第四・世間成就品第五（『大疏』第 10 巻）．
悉地出現品第六（『大疏』第 11 巻～第 12 巻）．
成就悉地品第七（『大疏』第 12 巻）．
転字輪曼荼羅行品第八（『大疏』第 12 巻～第 13 巻）．
密印品第九（『大疏』第 13 巻～第 14 巻）．
字輪品第十（『大疏』第 14 巻）．



















































88 頁：579b19；　91 頁：620c8；　109 頁：656a12；　110 頁：646b19；
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